
K y o t o  J u n i o r  H i g h  S c h o o l  P h y s i c a l  C u l t u r e  A s s o c i a t i o n 

    令和５年度  京都府中学校体育連盟    

第１回臨時拡大理事会  
 

                              日 時  令和５年11月６日（月） 

                                 理事会 午後１時30分 

                                                          

                                   場 所  京都テルサ 視聴覚研修室 

挨拶 

 

報告事項 

 １ （公財）日本中体連より                                       ・・・Ｐ14 

 

案件 

 １ 令和６年度京都府中学校総合体育大会における地域クラブ活動 

の参加資格の特例について(案)               ・・・Ｐ15～19 

  

 ２ 各地区アンケートより【検討事項・意見交流】        ・・・Ｐ20～23 

                                                

 ３ 各専門部細則・要望について                ・・・Ｐ24～27・別冊 

 

 ４ 登録について（案内文書・登録様式など）          ・・・Ｐ28～43 

 

５ 今後の動き                        ・・・Ｐ29 

 

 ６ 令和５年度第40回記念大会（公財）日本中学校体育連盟 

研究大会京都大会について                 ・・・別紙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 その他                                         

 

   ・第40回記念大会（公財）日本中学校体育連盟研究大会京都大会 

                       令和６年１月18日（木）・19日（金） 

 

・京都府中体連第５回理事会及び     令和６年２月22日（木）京都府公館 

     第３回理事・専門委員長合同会議    理 事 会：午後１時～  

                        合同会議：午後２時30分～ 

                  ※場合によっては、午前中から実施の可能性もある。 

       

   ・近畿中体連拡大事務担当者会      令和５年11月 日（ ）未定 

 

   ・近畿中体連臨時理事会         令和５年12月２日（土）未定（和歌山） 

 

      ・近畿中体連第６回理事会及び      令和６年２月20日（火）ｱｳｨｰﾅ大阪 

     第３回専門部総会           同日：同会場 
 

   ・（公財）日本中体連研究大会京都大会第５回実行委員会 

令和６年３月５日（火）未定 

                        午後１時30分 
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令和５年度京都府中学校総合体育大会における地域スポーツ団体等 

（地域クラブ活動）の参加資格の特例について 

 

令和５年５月 

 

「京都府中学校総合体育大会開催基準 参加資格の特例」に以下を追加し、参加資格とする。 

◎地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）に所属する中学生 

(1) 地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）に所属し、京都府中学校体育連盟に参加を認められた生徒で

あること。 

(2) 京都府中学校総合体育大会(以下、「京都府総体」と言う。)に参加を希望する地域スポーツ団体等

（地域クラブ活動）は以下の条件を具備すること。 

 ① 京都府総体の参加を認める条件 

  ア  京都府中学校体育連盟の目的及び永年にわたる活動を理解し、それを尊重すること。 

  イ  生徒の年令及び修業年限が我が国の中学校と一致していること（京都府内の中学校に在籍してい

る生徒であること）。 

  ウ  地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）にあっては、日常継続的に（公財）日本スポーツ協会

（加盟団体）公認の指導資格を有する 20 歳以上の指導者のもと、京都府内で適切に指導が行われ

ていること。 

  エ 『学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン』（令和４年

12 月スポーツ庁・文化庁発出）の「Ⅱ新たな地域クラブ活動」を遵守していること。 

  オ 当該競技を管轄する中央競技団体もしくは（公財）京都府スポーツ協会の加盟団体に登録されて

いること。かつ同じ内容で京都府中学校体育連盟に登録していること（登録費については、京都府

中学校体育連盟の方針による）。※京都府中学校体育連盟への登録手続きは、所定の申請書を期限

までに提出すること。必要に応じて、ヒアリング等を実施したうえで、登録の可否を判断する。 

カ  京都府中学校体育連盟主催大会における全ての大会において、競技役員や審判など運営上必要な

事項に協力すること。 

  キ  地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）で大会に参加する場合、同一大会内では、在籍中学校で

の大会参加は認めない。その逆も同様である。   

 ② 京都府総体に参加した場合に守るべき条件 

 ア 大会の開催基準を守り、出場する競技種目の大会申し合わせ事項等に従うとともに、大会の円滑

な運営に協力すること。 

   イ 大会参加に際して、地域スポーツ団体等(地域クラブ活動)においては、責任ある代表者・指導者

が生徒を引率すること。また、万一の事故発生に備え、傷害保険等に加入するなどして、万全の事

故対策を立てておくこと。 

   ウ 大会開催に要する経費については、必要に応じて、応分の負担をすること。 

   エ 団体競技における地域スポーツ団体名での出場は１チームのみとする（複数のチームの参加は認

めない）。 

オ 大会においては、ベンチに入る指導者には資格を有する者（取得見込みの者）が含まれること。 
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③ 参加を認めない場合 

ア  登録に際して、申請書に虚偽の記載があった場合は、大会参加資格を取り消す。大会参加後であ

った場合は大会結果を取り消すこととする。また、以後の大会参加は認めない。 

 

 ※１ この特例は、令和５年４月１日より適用する。（令和５年１月 30 日理事会にて承認） 

 ※２ この特例は、競技部ごとに大会参加に関する細則を加えることができる。 

※３ この特例は、今後も検討を続けていく。 

※４ （２）②イ（引率細則は適用する）削除（令和５年５月２日一部改正） 
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令和６年度京都府中学校総合体育大会における 

地域クラブ活動の参加資格の特例について 

 

令和６年 月 

 

「京都府中学校総合体育大会開催基準 参加資格の特例」に以下を追加し、参加資格とする。 

◎地域クラブ活動に所属する中学生 

(1) 地域クラブ活動に所属し、京都府中学校体育連盟に参加を認められた生徒であること。 

(2) 京都府中学校総合体育大会(以下、「京都府総体」と言う。)に参加を希望する地域クラブ活動は以下

の条件を具備すること。 

 ① 京都府総体の参加を認める条件 

  ア  京都府中学校体育連盟の目的及び永年にわたる活動を理解し、それを尊重すること。 

  イ  生徒の年令及び修業年限が我が国の中学校と一致していること（京都府内の中学校に在籍してい

る生徒であること）。 

  ウ  地域クラブ活動にあっては、日常継続的に（公財）日本スポーツ協会（加盟団体）公認の指導資

格を有する20歳以上の指導者のもと、京都府内で適切に指導が行われていること。 

  エ 『学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン』（令和４年

12月スポーツ庁・文化庁発出）の「Ⅱ新たな地域クラブ活動」を遵守していること。 

  オ 当該競技を管轄する中央競技団体もしくは（公財）京都府スポーツ協会の加盟団体に登録されて

いること。かつ同じ内容で京都府中学校体育連盟に登録していること（登録費については、京都府

中学校体育連盟の方針による）。※京都府中学校体育連盟への登録手続きは、所定の申請書を期限

までに提出すること。必要に応じて、ヒアリング等を実施したうえで、登録の可否を判断する。 

カ  京都府中学校体育連盟主催大会における全ての大会において、競技役員や審判など運営上必要な

事項に協力すること。 

  キ 地域クラブ活動で大会に参加する場合、同一大会内では、在籍中学校での大会参加は認めない。

その逆も同様である。   

② 京都府総体に参加した場合に守るべき条件 

 ア 大会の開催基準を守り、出場する競技種目の大会申し合わせ事項等に従うとともに、大会の円滑

な運営に協力すること。 

   イ 大会参加に際して、地域クラブ活動においては、責任ある代表者・指導者が生徒を引率するこ

と。また、万一の事故発生に備え、傷害保険等に加入するなどして、万全の事故対策を立てておく

こと。 

   ウ 大会開催に要する経費については、必要に応じて、応分の負担をすること。 

   エ 団体競技における地域クラブ活動名での出場は１チームのみとする（複数のチームの参加は認め

ない）。 

オ 大会においては、ベンチに入る指導者には資格を有する者（取得見込みの者）が含まれること。 
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③ 参加を認めない場合 

ア  登録に際して、申請書に虚偽の記載があった場合は、大会参加資格を取り消す。大会参加後であ

った場合は大会結果を取り消すこととする。また、以後の大会参加は認めない。 

 

 ※１ この特例は、令和５年４月１日より適用する。（令和５年１月30日理事会にて承認） 

 ※２ この特例は、競技部ごとに大会参加に関する細則を加えることができる。 

※３ この特例は、今後も検討を続けていく。 

※４ （２）②イ（引率細則は適用する）削除（令和５年５月２日一部改正） 
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令
和
６
年
度
　
京
都
府
中
学
校
総
合
体
育
大
会
に
お
け
る
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の
参
加
資
格
の
特
例
に
つ
い
て

検
討
事
項

昨
年
度
か
ら
の

変
更

事
前
打
合
せ
会
議
検
討
後

1
「
京
都
府
内
の
中
学
校
に
在
籍
し
て
い
る
生
徒
で
あ
る
。
」

○
継
続

「
京
都
府
内
の
中
学
校
に
在
籍
し
て
い
る
生
徒
で
あ
る
。
」

※
日
本
中
体
連
、
近
畿
中
体
連
の
方
針
に
よ
っ
て
は
限
定
で
き
な
い
可
能
性
も
あ
る
。

2
「
（
公
財
）
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
（
加
盟
団
体
）
公
認
資
格
を
有
す
る
指
導
者
」

○
継
続

「
（
公
財
）
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
（
加
盟
団
体
）
公
認
資
格
を
有
す
る
指
導
者
」

3
「
2
0
歳
以
上
の
指
導
者
」

○
継
続

「
2
0
歳
以
上
の
指
導
者
」

4
「
京
都
府
内
で
適
切
に
指
導
が
行
わ
れ
て
い
る
。
」

○
継
続

「
京
都
府
内
で
適
切
に
指
導
が
行
わ
れ
て
い
る
。
」

5

運
動
部
活
動
の
地
域
移
行
等
に
向
け
た
実
証
事
業
「
地
域
移
行
モ
デ
ル
地
区
や
自

治
体
主
導
で
、
地
域
移
行
を
進
め
る
た
め
に
発
足
し
た
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
」
「
地

域
移
行
の
受
け
皿
と
な
っ
て
い
る
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
」
に
該
当
し
て
い
る
市
町
村

か
ら
認
め
ら
れ
た
チ
ー
ム

※
参
加
を
認
め
る
。
ス
ポ
ー
ツ
協
会
、
競
技
団
体
の
資
格
は
？

※
明
記
す
る
必
要
が
あ
る
か
。

✕
追
記
し
な

い

追
記
し
な
い
。
細
則
等
で
対
応
。

「
地
域
移
行
モ
デ
ル
地
区
や
自
治
体
主
導
で
、
地
域
移
行
を
進
め
る
た
め
に
発
足
し
た
地
域
ク
ラ
ブ
活

動
」
「
地
域
移
行
の
受
け
皿
と
な
っ
て
い
る
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
」
に
該
当
し
て
い
る
市
町
村
か
ら
認
め
ら

れ
た
チ
ー
ム
に
つ
い
て
も
、
「
当
該
競
技
を
管
轄
す
る
中
央
競
技
団
体
も
し
く
は
（
公
財
）
京
都
府
ス

ポ
ー
ツ
協
会
の
加
盟
団
体
に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
」
を
条
件
と
す
る
方
向

6

「
同
一
大
会
内
（
地
区
・
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
つ
い
て
は
〇
〇
）
」

※
同
一
大
会
の
解
釈
を
明
記
す
る
。

※
地
区
・
ブ
ロ
ッ
ク
調
査
、
専
門
部
要
望
を
踏
ま
え
要
検
討

※
二
重
登
録
に
つ
い
て

✕
追
記
し
な

い

地
区
・
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
お
い
て
、
部
員
数
不
足
に
よ
り
、
単
独
で
チ
ー
ム
編
成
が
出
来
な
い
中
学
校
が

複
数
校
合
同
チ
ー
ム
等
の
措
置
を
講
じ
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
る
場
合
は
、
地
区
・
ブ
ロ
ッ
ク
中
体
連
で
検

討
の
上
、
選
手
に
対
し
て
、
学
校
部
活
動
と
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の
二
重
登
録
を
認
め
る
場
合
も
あ
る
。
府

総
体
で
は
認
め
な
い
。

特
例
に
は
追
記
し
な
い
。
【
Q
＆
A
】
の
Q
７
に
記
載
。
地
区
・
ブ
ロ
ッ
ク
に
て
周
知
。

7

「
大
会
開
催
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
応
分
の
負
担
を
す

る
こ
と
」

※
登
録
料
・
エ
ン
ト
リ
ー
料

○
継
続

掲
載
は
変
更

な
し

※
京
都
府
内
の
み
の
場
合
：
府
の
み
で
開
催
の
場
合
は
、
徴
収
し
な
い
。
来
年
度
の
登
録
数
等
に
よ
っ

て
は
、
令
和
７
年
度
は
再
度
検
討
す
る
。

※
府
県
ま
た
ぎ
可
の
場
合
：
府
県
ま
た
ぎ
の
場
合
は
、
地
域
を
超
え
た
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
と
し
て
捉

え
、
徴
収
す
る
。
金
額
に
つ
い
て
は
、
他
の
府
県
と
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
金
額
を
徴
収
す
る
。

8

「
大
会
に
お
い
て
、
ベ
ン
チ
に
入
る
指
導
者
に
は
資
格
を
有
す
る
も
の
（
取
得
見

込
み
の
者
）
が
含
ま
れ
る
こ
と
。
」

※
見
込
み
で
構
わ
な
い
か
を
検
討
す
る
。
種
目
に
よ
っ
て
、
資
格
が
異
な
る
こ
と
に
注
意

○
継
続

「
大
会
に
お
い
て
、
ベ
ン
チ
に
入
る
指
導
者
に
は
資
格
を
有
す
る
も
の
（
取
得
見
込
み
の
者
）
が
含

ま
れ
る
こ
と
。
」

※
競
技
に
よ
っ
て
、
資
格
の
内
容
も
異
な
る
の
で
、
注
意
が
必
要
。

9

当
該
競
技
を
管
轄
す
る
中
央
競
技
団
体
も
し
く
は
（
公
財
）
京
都
府
ス
ポ
ー
ツ
協

会
の
加
盟
団
体
に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
（
令
和
６
年
３
月
3
1
日
時
点
で
登
録

済
み
で
あ
る
こ
と
）

→
「
地
域
移
行
モ
デ
ル
地
区
・
・
・
・
」
・
・
・
市
町
村
か
ら
認
め
ら
れ
た
チ
ー
ム
は
除
く
と
追

記
す
る
か
検
討
す
る
。

※
予
選
会
に
参
加
す
る
た
め
に
は
、
登
録
は
必
要
と
な
る
。

○
継
続
・
新

規

追
記
し
な
い
。
競
技
団
体
へ
の
登
録
を
前
提
と
す
る
。
し
か
し
、
令
和
６
年
３
月
3
1
日
ま
で
の
登
録

と
限
定
し
な
い
。
大
会
出
場
を
考
え
て
い
る
な
ら
、
４
月
以
降
速
や
か
に
登
録
し
て
も
ら
う
。
競
技

団
体
の
登
録
が
４
月
以
降
に
な
い
場
合
も
あ
る
。

※
Q
２
に
「
地
域
移
行
モ
デ
ル
地
区
や
自
治
体
主
導
で
、
地
域
移
行
を
進
め
る
た
め
に
発
足
し
た
地
域

ク
ラ
ブ
活
動
」
「
地
域
移
行
の
受
け
皿
と
な
っ
て
い
る
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
」
は
そ
の
限
り
で
は
な
い

を
追
記
す
る
。
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令
和

６
年

度
　

京
都

府
中

学
校

総
合

体
育

大
会

　
各

地
区

調
査

　
　

Ｒ
６

．
1
1
.６

ブ
ロ

ッ

ク
地

区
名

１
　

地
域

ク
ラ

ブ
活

動
の

参
加

す
る

大
会

に
つ

い
て

（
希

望
）

１
の

理
由

２
　

地
域

ク
ラ

ブ
活

動
の

二
重

登
録

に
つ

い
て

（
地

区
・

ブ

ロ
ッ

ク
大

会
）

2
の

理
由

1

京 都 市

京
都

市
京

都
府

中
学

校
総

合

体
育

大
会

令
和

７
年

以
降

、
大

き
な

転
換

期
を

迎
え

る
ま

で
は

今
年

を
ベ

ー
ス

に
考

え

る
べ

き
。

そ
の

他

地
区

・
ブ

ロ
ッ

ク
に

応
じ

て

地
区

・
ブ

ロ
ッ

ク
内

の
現

状
に

大
き

な
差

が
あ

る
。

京
都

市
ブ

ロ
ッ

ク
と

し

て
は

、
二

重
登

録
な

し
で

良
い

と
考

え
る

。

2
乙

訓
京

都
府

中
学

校
総

合

体
育

大
会

専
門

部
に

よ
っ

て
は

現
状

の
日

程
内

で
組

め
な

く
な

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
不

可

3
宇

治
京

都
府

中
学

校
総

合

体
育

大
会

今
後

、
府

県
ま

た
ぎ

や
地

区
ブ

ロ
ッ

ク
越

え
が

可
能

に
な

っ
た

場
合

で
は

あ

る
が

、
参

加
人

数
（

チ
ー

ム
数

）
が

読
め

な
い

の
で

、
大

会
運

営
が

不
安

。

（
役

員
不

足
・

大
会

会
期

内
で

開
催

出
来

な
い

等
）

不
可

不
平

等
で

あ
る

。

4
城

久
京

都
府

中
学

校
総

合

体
育

大
会

地
区

専
門

部
の

負
担

が
増

え
る

こ
と

は
避

け
た

い
。

現
状

の
制

度
で

ち
ょ

う
ど

良
い

。
不

可

（
剣

道
の

場
合

）
現

状
、

地
区

の
地

域
ク

ラ
ブ

は
中

体
連

の
活

動
を

尊
重

し

て
く

れ
て

い
る

。

中
学

生
は

部
活

動
で

頑
張

っ
て

ほ
し

い
と

い
う

声
が

ほ
と

ん
ど

な
の

で
、

可

と
す

る
必

要
が

な
い

。

5
綴

喜

6
相

楽
地

区
・

ブ
ロ

ッ
ク

大

会

地
域

移
行

を
推

進
す

る
に

あ
た

っ
て

、
地

区
大

会
か

ら
で

る
こ

と
で

、
移

行

し
や

す
い

と
思

い
ま

す
。

不
可

地
区

か
ら

出
場

す
る

場
合

は
、

二
重

登
録

は
不

可
能

な
の

で
。

山 城
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7
亀

岡
京

都
府

中
学

校
総

合

体
育

大
会

小
規

模
校

が
多

い
地

域
で

も
あ

り
、

地
区

ブ
ロ

ッ
ク

大
会

か
ら

の
参

加
に

な

る
と

学
校

部
活

動
の

部
員

が
不

足
す

る
こ

と
に

な
り

、
部

活
動

が
成

立
し

な

く
な

る
た

め
。

可

不
可

に
な

る
と

、
部

活
に

入
ら

な
い

生
徒

が
増

え
る

こ
と

に
つ

な
が

り
、

日

常
の

部
活

動
も

困
難

に
な

る
。

ま
た

、
部

活
に

参
加

し
な

い
生

徒
へ

の
生

徒

指
導

事
象

が
増

え
る

こ
と

も
予

想
さ

れ
る

。
（

バ
ス

通
学

生
が

い
る

学
校

で

は
、

バ
ス

待
ち

の
時

間
が

増
え

、
ト

ラ
ブ

ル
の

機
会

が
増

え
る

こ
と

も
懸

念

さ
れ

る
。

）

8
南

船
京

都
府

中
学

校
総

合

体
育

大
会

「
大

会
準

備
・

運
営

が
煩

雑
に

な
る

」
「

中
学

校
に

人
が

集
ま

ら
な

く
な

る
」

な
ど

、
小

規
模

の
地

域
で

は
部

活
動

・
大

会
が

成
り

立
た

な
く

な
る

。
可

①
バ

レ
ー

が
５

校
中

３
校

、
卓

球
４

校
中

１
校

、
サ

ッ
カ

ー
４

校
中

２
校

、

野
球

４
校

中
４

校
出

場
で

き
な

く
な

る
。

②
不

可
と

し
た

場
合

、
日

常
の

活

動
が

困
難

に
な

る
。

公
共

の
バ

ス
（

1
7
時

）
で

し
か

下
校

で
き

な
い

学
校

も

多
く

あ
る

の
で

、
そ

れ
ま

で
ク

ラ
ブ

チ
ー

ム
の

生
徒

の
子

守
を

し
な

け
れ

ば

な
ら

な
い

な
ど

学
校

体
制

と
し

て
大

き
く

変
化

す
る

こ
と

と
な

る
。

9
綾

部
京

都
府

中
学

校
総

合

体
育

大
会

地
域

ク
ラ

ブ
の

参
加

状
況

に
よ

っ
て

は
学

校
の

チ
ー

ム
編

成
が

難
し

く
な

る
。

部
活

動
と

し
て

頑
張

っ
て

き
た

生
徒

の
活

躍
の

場
は

保
障

し
た

い

府
大

会
の

運
営

の
中

心
は

学
校

に
な

る
が

参
加

チ
ー

ム
が

地
域

ク
ラ

ブ
だ

け

の
大

会
に

な
る

可
能

性
も

あ
る

の
で

は
な

い
か

分
担

金
を

支
払

っ
て

い
な

い

市
へ

の
出

場
に

な
る

可
能

性
が

あ
る

。

そ
の

他

大
会

参
加

は
不

可
、

日
常

活
動

は
可

府
総

体
へ

の
チ

ャ
ン

ス
が

複
数

あ
る

の
は

お
か

し
い

選
手

、
顧

問
マ

ナ
ー

の
部

分
に

な
る

が
今

回
も

ク
ラ

ブ
チ

ー
ム

予
選

で
負

け

た
か

ら
学

校
で

出
場

し
た

（
さ

せ
た

）
学

校
も

あ
る

と
聞

い
て

い
る

。
学

校

間
の

距
離

が
あ

り
合

同
チ

ー
ム

を
編

成
し

て
も

平
日

の
練

習
が

で
き

な
い

た

め
、

日
常

活
動

の
保

障
の

た
め

1
0

福
知

山
京

都
府

中
学

校
総

合

体
育

大
会

1
  
今

年
度

と
同

様
で

実
施

が
で

き
る

と
ブ

ロ
ッ

ク
の

負
担

が
な

い
た

め
、

あ

り
が

た
い

。

2
  
今

年
度

と
同

様
の

枠
組

み
で

実
施

に
な

る
と

、
地

域
ク

ラ
ブ

も
見

通
し

を

も
っ

て
参

加
が

し
や

す
い

と
思

わ
れ

る
。

不
可

不
公

平
感

が
な

く
、

公
平

性
を

保
つ

こ
と

が
で

き
る

。

1
1

舞
鶴

地
区

・
ブ

ロ
ッ

ク
大

会

1
人

の
生

徒
が

府
大

会
を

目
指

す
チ

ャ
ン

ス
が

2
回

あ
る

こ
と

は
不

公
平

感
と

混
乱

の
元

と
な

る
。

地
域

ク
ラ

ブ
の

府
大

会
を

目
指

す
予

選
会

に
つ

い
て

、
透

明
性

公
平

性
が

不

明
。

不
可

理
由

と
し

て
は

「
1
の

理
由

」
に

記
載

し
た

こ
と

が
理

由
。

口 丹 波 中 丹
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1
2

与
謝

京
都

府
中

学
校

総
合

体
育

大
会

現
在

、
丹

後
地

域
に

あ
る

ク
ラ

ブ
チ

ー
ム

に
お

い
て

、
中

体
連

主
催

大
会

の

ブ
ロ

ッ
ク

予
選

に
は

出
場

の
意

思
を

示
し

て
い

な
い

。
以

前
か

ら
、

ク
ラ

ブ

チ
ー

ム
の

指
導

者
や

関
係

者
と

も
話

を
進

め
て

お
り

、
活

動
日

や
試

合
の

重

な
り

を
避

け
た

り
、

過
度

な
練

習
に

な
ら

な
い

よ
う

に
日

程
調

整
を

し
た

り

し
て

き
た

。
各

チ
ー

ム
や

道
場

で
は

、
中

学
校

で
の

所
属

部
活

動
を

優
先

す

る
よ

う
に

指
導

し
て

い
た

だ
い

て
い

る
。

可

◆
小

中
連

携
の

取
組

と
し

て
、

小
学

校
高

学
年

に
対

し
て

、
中

学
校

に
あ

る

部
活

動
を

紹
介

し
た

り
、

部
員

数
の

現
状

を
提

示
し

た
り

し
な

が
ら

、
入

学

後
の

部
活

動
を

イ
メ

ー
ジ

さ
せ

て
い

る
。

二
重

登
録

が
不

可
と

な
る

の
で

あ
れ

ば
、

小
学

生
に

対
し

て
も

、
入

部
前

に

説
明

し
て

お
く

必
要

が
あ

る
。

ま
た

、
現

在
加

入
し

て
い

る
中

学
生

に
対

し

て
も

、
部

活
動

・
ク

ラ
ブ

チ
ー

ム
に

所
属

す
る

際
に

は
、

そ
の

よ
う

な
条

件

が
な

か
っ

た
た

め
、

急
な

選
択

を
さ

せ
る

提
示

と
な

る
。

ブ
ロ

ッ
ク

単
位

大
会

で
の

二
重

登
録

不
可

は
、

ク
ラ

ブ
チ

ー
ム

も
存

続
で

き

な
い

状
況

も
考

え
ら

れ
る

。
こ

の
現

状
は

、
各

ブ
ロ

ッ
ク

に
よ

っ
て

も
大

き

く
違

う
こ

と
は

理
解

で
き

る
。

そ
の

た
め

、
都

道
府

県
単

位
の

府
総

体
へ

の

選
出

に
つ

い
て

は
、

ブ
ロ

ッ
ク

中
体

連
で

責
任

を
持

っ
て

、
出

場
チ

ー
ム

を

選
出

で
き

る
よ

う
に

認
め

て
い

た
だ

き
た

い
。

◆
中

体
連

の
予

算
と

し
て

市
町

教
育

委
員

会
か

ら
助

成
金

を
い

た
だ

き
、

分

担
金

も
納

め
て

い
る

。
丹

後
ブ

ロ
ッ

ク
に

お
い

て
、

ブ
ロ

ッ
ク

総
体

が
成

立

し
な

け
れ

ば
、

大
会

存
続

も
で

き
ず

、
助

成
金

を
要

望
す

る
こ

と
も

で
き

な

く
な

る
。

1
3

京
丹

後
京

都
府

中
学

校
総

合

体
育

大
会

生
徒

数
・

部
活

動
入

部
者

数
の

減
少

に
よ

り
、

チ
ー

ム
を

組
む

こ
と

が
困

難

に
な

っ
て

い
る

状
況

の
中

で
、

地
区

・
ブ

ロ
ッ

ク
大

会
か

ら
ク

ラ
ブ

チ
ー

ム

が
参

加
す

る
こ

と
で

、
人

数
が

分
散

し
、

さ
ら

に
チ

ー
ム

を
組

む
こ

と
が

困

難
に

な
る

こ
と

が
予

想
さ

れ
る

。
合

同
チ

ー
ム

と
い

う
選

択
肢

も
あ

る
が

、

地
域

の
特

性
上

、
学

校
間

が
離

れ
て

い
る

こ
と

、
公

共
交

通
機

関
が

な
く

、

平
日

の
練

習
を

実
施

す
る

こ
と

は
極

め
て

難
し

い
。

可

例
え

ば
野

球
は

、
地

域
の

ク
ラ

ブ
チ

ー
ム

に
所

属
し

な
が

ら
学

校
部

活
動

に

も
入

部
し

て
い

る
生

徒
が

、
多

く
の

学
校

に
数

名
ず

つ
在

籍
し

て
い

る
。

地

区
・

ブ
ロ

ッ
ク

大
会

か
ら

ク
ラ

ブ
チ

ー
ム

が
参

入
し

た
り

、
二

重
登

録
を

不

可
に

す
る

こ
と

で
、

チ
ー

ム
が

組
め

な
い

学
校

が
出

て
く

る
。

ま
た

、
全

員

が
地

域
の

ク
ラ

ブ
チ

ー
ム

に
所

属
を

し
て

い
る

わ
け

で
は

な
い

た
め

、
所

属

を
し

て
い

な
い

生
徒

の
活

動
の

機
会

が
失

わ
れ

る
こ

と
が

懸
念

さ
れ

る
。

丹 後
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★
そ

の
他

、
地

域
ク

ラ
ブ

活
動

の
参

加
に

つ
い

て
、

議
論

す
べ

き
こ

と

・
地

域
ク

ラ
ブ

の
参

加
は

、
こ

ち
ら

か
ら

門
を

広
げ

る
必

要
は

な
い

。
運

営
を

中
体

連
主

導
で

行
な

っ
て

い
る

間
は

、
現

状
の

制
度

を
保

つ
の

が
良

い
と

思
う

。

そ
れ

で
も

一
定

数
、

地
域

ク
ラ

ブ
に

生
徒

は
流

れ
て

い
く

と
思

う
の

で
、

残
さ

れ
た

生
徒

の
機

会
を

確
保

す
る

た
め

に
も

、
各

市
町

教
育

委
員

会
と

連
携

し
、

拠
点

校
部

活
動

を
推

進
し

て

く
の

が
良

い
と

思
う

。

そ
う

い
っ

た
意

味
で

も
、

二
重

登
録

を
可

と
す

る
と

あ
や

ふ
や

な
ま

ま
進

ん
で

い
っ

て
し

ま
う

の
で

、
そ

こ
は

ハ
ッ

キ
リ

と
し

た
上

で
、

棲
み

分
け

て
い

け
た

ら
と

思
う

。

ま
た

、
個

人
種

目
に

つ
い

て
は

積
極

的
に

進
め

て
い

く
こ

と
で

、
引

率
教

員
の

負
担

軽
減

に
繋

が
る

。
団

体
種

目
と

違
い

、
残

さ
れ

た
部

員
が

路
頭

に
迷

う
こ

と
も

な
い

。

個
人

種
目

に
限

り
地

区
大

会
か

ら
参

加
を

可
と

す
る

な
ら

ば
、

役
員

不
足

の
解

消
等

、
メ

リ
ッ

ト
も

あ
る

か
も

し
れ

な
い

。
団

体
種

目
の

地
区

大
会

か
ら

の
参

加
は

、
中

体
連

に
と

っ
て

何

も
メ

リ
ッ

ト
は

無
い

の
で

反
対

で
す

。

・
地

域
移

行
を

ど
の

よ
う

に
捉

え
て

い
く

か
を

、
中

体
連

と
し

て
も

ビ
ジ

ョ
ン

を
も

っ
て

お
く

べ
き

か
と

思
い

ま
す

。

・
京

都
府

の
ク

ラ
ブ

チ
ー

ム
に

他
府

県
の

生
徒

が
在

籍
し

て
い

る
場

合
の

参
加

を
可

と
す

る
の

か
。

ま
た

そ
の

場
合

の
参

加
料

の
問

題

・
生

徒
の

活
動

機
会

の
保

障
の

た
め

に
勧

め
ら

れ
た

こ
と

が
、

一
部

の
生

徒
の

活
動

の
機

会
を

無
く

し
か

ね
な

い
点

。
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令
和

６
年

度
　

京
都

府
中

学
校

総
合

体
育

大
会

　
専

門
部

要
望

　
　

Ｒ
６

．
1
1
.６

専
門

部
要

望
回

答

1
軟

式
野

球

2
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル

①
競

技
細

則
あ

り
　

※
別

紙

②
出

場
枠

に
つ

い
て

　
※

詳
細

に
つ

い
て

は
別

紙
出
場
枠
に
つ
い
て
は
、
部
活
動
数
の
減
少
も
踏
ま
え
、
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の

み
な
ら
ず
、
検
討
す
る
余
地
は
あ
る
。
変
更
す
る
場
合
は
、
理
事
会
で
検
討

す
る
。

②
各

地
区

・
各

ブ
ロ

ッ
ク

の
予

選
会

も
同

一
大

会
で

あ
る

と
い

う
認

識
が

必
要

で
あ

る
と

思
う

の
で

再
考

願
い

た
い

。
※

詳
細

は
別

紙

原
則
、
二
重
登
録
は
原
則
認
め
な
い
。
し
か
し
、
地
区
・
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に

お
い
て
、
部
員
数
不
足
に
よ
り
、
単
独
で
チ
ー
ム
編
成
が
出
来
な
い
中
学
校

が
複
数
校
合
同
チ
ー
ム
等
の
措
置
を
講
じ
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
る
場
合
は
、

地
区
・
ブ
ロ
ッ
ク
中
体
連
で
検
討
の
上
、
選
手
に
対
し
て
、
学
校
部
活
動
と

地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の
二
重
登
録
を
認
め
る
場
合
も
あ
る
。
府
総
体
で
は
認
め

な
い
。

③
地

域
ク

ラ
ブ

指
導

者
も

交
え

た
意

見
交

換
会

の
実

施
　

※
詳

細
は

別
紙

専
門
部
で
設
定
す
る
こ
と
は
構
わ
な
い
。
必
要
に
応
じ
て
、
出
張
依
頼
文
書

も
発
行
す
る
。

④
地

域
ク

ラ
ブ

の
近

畿
・

全
国

出
場

時
の

金
銭

的
な

支
援

の
構

築
　

※
詳

細
は

別
紙

中
体
連
か
ら
は
お
金
を
支
給
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
中
学
校
が
金
銭
面
で
の
支
援

を
受
け
て
い
る
の
は
、
教
育
委
員
会
の
判
断
で
あ
り
、
中
体
連
か
ら
依
頼
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の
母
体
は
競
技
団
体
と
な
る
の
で
、
競
技
団
体

か
ら
働
き
か
け
を
し
て
も
ら
っ
た
ら
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

⑤
中

学
校

の
部

活
動

チ
ー

ム
が

大
会

に
参

加
す

る
場

合
、

同
一

中
学

校
の

生
徒

の
み

で
編

成
さ

れ
た

ク
ラ

ブ
チ

ー
ム

の
参

加
は

認
め

な
い

。
細
則
で
設
定
す
る
こ
と
は
構
わ
な
い
。

4
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

3
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①
競

技
細

則
あ

り

・
在

籍
校

に
ソ

フ
ト

テ
ニ

ス
部

が
あ

る
生

徒
は

、
在

籍
校

の
中

学
校

部
活

動
か

ら
出

場
す

る
。

不
可
。
上
位
大
会
で
定
ま
っ
て
い
な
い
規
定
を
専
門
部
の
細
則
単
独
で
定
め

る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
ま
で
の
権
限
は
な
い
。

・
 団

体
戦

の
メ

ン
バ

ー
は

同
一

中
学

校
の

生
徒

の
み

で
構

成
さ

れ
て

い
る

。
不
可
。
上
位
大
会
で
定
ま
っ
て
い
な
い
規
定
を
専
門
部
の
細
則
単
独
で
定
め

る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
ま
で
の
権
限
は
な
い
。

・
個

人
戦

の
ペ

ア
は

、
在

籍
す

る
中

学
校

が
下

記
の

、
京

都
府

総
体

の
予

選
大

会
と

な
る

同
一

地
域

の
生

徒
で

構
成

さ
れ

て
い

る
も

の
と

す
る

。

不
可
。
上
位
大
会
で
定
ま
っ
て
い
な
い
規
定
を
専
門
部
の
細
則
単
独
で
定
め

る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
ま
で
の
権
限
は
な
い
。

・
生

徒
の

、
地

域
ク

ラ
ブ

活
動

・
中

学
校

部
活

動
で

の
二

重
登

録
は

認
め

な
い

。

原
則
、
二
重
登
録
は
原
則
認
め
な
い
。
し
か
し
、
地
区
・
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に

お
い
て
、
学
校
部
活
動
が
複
数
校
合
同
チ
ー
ム
等
の
措
置
を
講
じ
ら
れ
な
い

状
況
に
あ
る
場
合
は
、
地
区
・
ブ
ロ
ッ
ク
中
体
連
で
検
討
の
上
、
選
手
に
対

し
て
、
学
校
部
活
動
と
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の
二
重
登
録
を
認
め
る
こ
と
も
あ

る
。
府
総
体
で
は
認
め
な
い
。

・
生

徒
は

年
度

途
中

に
中

学
校

部
活

動
や

地
域

ク
ラ

ブ
活

動
の

間
で

移
籍

し
た

場
合

、
原

則
そ

の
年

度
内

は
こ

の
特

例
が

適
応

さ
れ

る
大

会
へ

の
出

場
は

で
き

な
い

。

７
月
の
大
会
エ
ン
ト
リ
ー
後
で
あ
れ
ば
、
二
重
登
録
の
関
係
で
適
用
で
き
る

と
思
う
が
、
４
月
の
登
録
後
に
つ
い
て
は
、
連
盟
や
協
会
と
と
も
に
定
め
い

て
い
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
共
通
理
解
が
持
て
る
が
、
中
体
連
一
方
的
な
も
の

で
あ
れ
ば
、
教
育
的
配
慮
に
欠
け
る
も
の
で
あ
る
。

②
早

急
に

地
域

ク
ラ

ブ
活

動
へ

の
通

知
が

必
要

で
あ

る
。

日
本
中
体
連
、
近
畿
中
体
連
か
ら
の
規
定
が
下
り
て
こ
な
い
と
提
示

で
き
な
い
。

③
地

域
ク

ラ
ブ

活
動

は
京

都
府

総
体

か
ら

の
出

場
を

希
望

す
る

。
令
和
６
年
度
も
府
総
体
か
ら
の
出
場
と
す
る
。

ソ
フ

ト
テ

ニ
ス

5
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6
卓

　
　

球

7
水

泳
競

技

①
地

域
ク

ラ
ブ

活
動

の
選

手
が

小
ブ

ロ
ッ

ク
で

学
校

か
ら

出
場

で
き

る
。

令
和
６
年
度
も
府
総
体
か
ら
の
出
場
と
す
る
。

②
中

体
連

に
在

籍
し

て
い

る
学

校
の

生
徒

が
不

利
益

に
な

ら
な

い
対

策
を

お
願

い
致

し
ま

す
。

③
ブ

ロ
ッ

ク
専

門
委

員
長

合
同

会
議

ま
で

に
決

定
事

項
の

通
知

が
欲

し
い

。

①
細

則
は

日
本

中
体

連
に

準
じ

る
。

②
参

加
枠

数
に

つ
い

て
は

昨
年

度
同

様
の

団
体

１
枠

、
個

人
２

枠
が

良
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

（
参

加
し

な
い

の
が

一
番

い
い

で
す

が
。

）

1
0

剣
　

　
道

1
1

相
　

　
撲

①
各

地
区

の
段

階
で

、
出

場
を

ク
ラ

ブ
チ

ー
ム

で
行

う
の

か
、

各
学

校
の

部
活

動
で

出
場

す
る

の
か

選
択

を
さ

せ
る

。
（

二
重

登
録

の
禁

止
）

原
則
、
二
重
登
録
は
原
則
認
め
な
い
。
し
か
し
、
地
区
・
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に

お
い
て
、
部
員
数
不
足
に
よ
り
、
単
独
で
チ
ー
ム
編
成
が
出
来
な
い
中
学
校

が
複
数
校
合
同
チ
ー
ム
等
の
措
置
を
講
じ
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
る
場
合
は
、

地
区
・
ブ
ロ
ッ
ク
中
体
連
で
検
討
の
上
、
選
手
に
対
し
て
、
学
校
部
活
動
と

地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の
二
重
登
録
を
認
め
る
場
合
も
あ
る
。
府
総
体
で
は
認
め

な
い
。

1
2

サ
ッ

カ
ー

柔
　

　
道

9

陸
上

競
技

8
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①
現

在
１

チ
ー

ム
の

編
成

に
お

い
て

、
役

員
４

名
（

監
督

、
当

該
校

教
職

お
よ

び
部

活
動

指
導

員
、

外
部

コ
ー

チ
１

名
）

と
し

て
い

る
が

、
監

督
１

名
と

役
員

３
名

（
当

該
校

教
職

員
・

部
活

動
指

導

員
・

外
部

コ
ー

チ
か

ら
成

る
）

へ
の

変
更

。

（
例

）
監

督
・

外
部

コ
ー

チ
３

名
で

も
可

承
認

②
	移

籍
に

関
し

て
は

、
日

本
ハ

ン
ド

ボ
ー

ル
協

会
の

規
定

に
基

づ
い

て
可

能
だ

が
、

全
中

お
よ

び
全

国
ク

ラ
ブ

大
会

お
よ

び
そ

れ
ぞ

れ
の

予
選

大
会

に
エ

ン
ト

リ
ー

し
た

時
点

で
他

方
（

他
府

県
）

の
大

会
へ

の
出

場
は

認
め

な
い

。
た

だ
し

、
転

校
に

伴
う

チ
ー

ム
登

録
の

変
更

は
学

籍
を

優
先

し
判

断
す

る
為

、
上

記
の

限
り

で
は

な
い

。

（
例

）
予

選
に

負
け

た
時

点
で

チ
ー

ム
を

移
籍

し
た

場
合

、
チ

ー
ム

で
の

活
動

は
認

め
る

が
、

移
籍

先
の

チ
ー

ム
が

勝
ち

上
が

っ
て

い
て

も
大

会
は

エ
ン

ト
リ

ー
不

可
で

あ
り

、
出

場
は

認
め

な
い

。

原
則
、
二
重
登
録
は
原
則
認
め
な
い
。
し
か
し
、
地
区
・
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に

お
い
て
、
部
員
数
不
足
に
よ
り
、
単
独
で
チ
ー
ム
編
成
が
出
来
な
い
中
学
校

が
複
数
校
合
同
チ
ー
ム
等
の
措
置
を
講
じ
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
る
場
合
は
、

地
区
・
ブ
ロ
ッ
ク
中
体
連
で
検
討
の
上
、
選
手
に
対
し
て
、
学
校
部
活
動
と

地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の
二
重
登
録
を
認
め
る
場
合
も
あ
る
。
府
総
体
で
は
認
め

な
い
。

協
会
の
規
定
も
考
慮
す
る
。

1
4

バ
ド

ミ
ン

ト
ン

1
5

体
操

競
技

1
6

ラ
グ

ビ
ー

1
7

テ
ニ

ス

1
8

ホ
ッ

ケ
ー

1
9

ス
キ

ー

2
0

ス
ケ

ー
ト

ハ
ン

ド
ボ

ー
ル

1
3
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（案） 

５京中体連第  号 

令和６年２月  日 

 

（公財）京都府スポーツ協会  

 当該競技団体 代表者 様 

 

京都府中学校体育連盟  

会 長  野川 晋司 

【公印省略】 

 

令和６年度京都府中学校総合体育大会への参加資格の特例について（依頼） 

 

余寒の候 皆様におかれましてはますます御清栄のこととお喜び申し上げます。 

平素から、本連盟に対しまして、格別の御理解・御協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

さて、（公財）日本中学校体育連盟より、令和５年  月  日付け「令和６年度全国中学校体育大会

地域クラブ活動の参加の特例競技部細則」が新たに通知され、今年度も条件に違いはあるものの全競技に

おいて、地域クラブ活動の大会参加が認められます。これを踏まえ、京都府中学校体育連盟（以下、「京

都府中体連」と言う。）では、京都府中学校総合体育大会(以下、「京都府総体」と言う。)への参加資格の

特例を策定し、令和６年度大会において適用いたします。 

つきましては、京都府総体へ参加を希望される団体（チーム）は、下記により申請していただきますよ

うお願いいたします。 

 

記 

 

１ 参加資格の特例について 

地域クラブ活動の参加資格は、別添「令和６年度京都府中学校総合体育大会への地域クラブ活動の

参加資格の特例について」及び別紙「令和６年度地域クラブ活動登録チェックリスト」に記載のとお

りとし、条件を具備する団体等について大会参加を認める。 

  ※地域クラブ活動とは、貴競技団体に加盟している団体（チーム）を指しています。 

  ※なお、令和６年度は、バスケットボール、剣道（団体）、卓球（団体）については、「地域移行モデ

ル地区や、自治体主体で地域移行を進めるために発足した地域クラブ活動」、「地域移行の受け皿と

なっている地域クラブ活動」が参加条件となっています。 

 

２ 申請から認可までの流れ 

（１）令和６年度京都府総体への参加を希望する地域クラブ活動は、当該競技を管轄する中央競技団体

もしくは京都府競技団体に令和６年３月31日までに登録する。登録は各競技団体が定めている方

法に従う。 
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（２）京都府中体連に登録する。 

 ア 登録申請書類は、京都府中体連事務局が定めた各様式（①～⑤）により、全てデータで提出す

る。 

※登録申請書類等は、京都府中体連のホームページに掲載 

【提出書類】 

①（様式１）京都府中学校体育連盟登録申請書《チーム登録》 

②（様式２）京都府中学校体育連盟登録申請書《メンバー登録》 

③（別紙）令和６年度地域クラブ活動登録チェックリスト 

④（公財）京都府スポーツ協会加盟・登録団体 登録証・認定証のコピー 

⑤（公財）日本スポーツ協会（加盟団体）公認指導者資格 登録証・認定証のコピー 

    ※上記①～⑤のすべての書類を京都府中体連事務局へ送付してください。 

イ 登録申請書類の受付期間は、令和６年４月１日（月）～４月23日（火）とする。（厳守） 

なお、期限を過ぎたものについては、原則、受け付けない。 

ウ 京都府中体連事務局において、登録申請書類を点検・精査し、登録の可否については、令和６

年５月10日（金）の京都府中体連理事・ブロック専門委員長会議で決定する。 

  ※登録内容に関しましては、京都府中体連理事会、専門部で共有させていただきます。 

 

３ 大会参加について 

 （１）団体種目：１枠 個人種目：専門部の設定した枠数 

 （２）京都府総体出場については、貴競技団体で決定する。決定方法、決定時期については、各専門委

員長と連携する。 

 （３）代表チーム決定後、各専門委員長に連絡する。 

 

４ その他 

本特例は、今後も継続して検討を進めていくため、令和７年度については、現行の規定を変更する

こともある。 

 

《添付書類》 

①（様式１）京都府中学校体育連盟登録申請書《チーム登録》 

②（様式２）京都府中学校体育連盟登録申請書《メンバー登録》 

③（別紙）令和６年度地域スポーツ団体等(地域クラブ活動)登録チェックリスト 

④令和６年度京都府中学校総合体育大会への地域クラブ活動の参加資格の特例について 

⑤令和６年度地域クラブ活動の京都府中学校総合体育大会への参加について 【Ｑ＆Ａ】 

⑥令和６年度京都府中学校体育連盟地域クラブ活動の登録について 

 

<京都府中学校体育連盟 事務局> 

〒600-8533 京都市上京区下立売通新町西入薮ノ内町 

        京都府教育庁指導部保健体育課内 

TEL：075-414-5862   FAX：075-414-5863  E-mail：chutairen@kyoto-be.ne.jp 
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５京中体連第  号 

令和６年２月  日 

 

 

京都府中学校体育連盟 

加盟中学校長・顧問 様 

 

 

京都府中学校体育連盟 

                                  会 長 野川 晋司 

                                   【公 印 省 略】 

 

令和６年度京都府中学校総合体育大会における地域クラブ活動の 

大会参加について（お知らせ） 

 

 余寒の候 皆様におかれましてはますます御清栄のこととお喜び申し上げます。 

日頃より、本連盟の諸事業に対し、御理解と御協力を賜り感謝申し上げます。 

さて、（公財）日本中学校体育連盟より、令和５年  月  日付け「令和６年度全国中学校体育大

会地域クラブ活動の参加の特例競技部細則」が新たに通知され、令和６年度も地域クラブ活動の大会

参加が認められることとなりました。 

このような現状を踏まえ、本連盟では標記の件につきまして、下記の通り決定しましたのでお知ら

せします。 

 

 

記 

 

１ 大会参加について 

令和６年度京都府中学校総合体育大会（以下、「京都府総体」と言う。）への地域クラブ活動の参

加については、参加資格の条件を満たす団体に限り大会参加を認める。（条件については、別紙の

「令和６年度京都府中学校総合体育大会への地域クラブ活動の参加資格の特例について」に記載） 

 

２ 地域クラブ活動の大会参加について 

（１）京都府総体への地域クラブ活動の出場については、各種競技団体が決定する。枠数について

は、以下のとおりとなる。 

   団体種目：１枠 個人種目：専門部の設定した枠数 

   なお、各ブロック中体連の出場枠（開催地枠を含む）は現状通りとする。 

（２）大会には中学校の部活動もしくは、地域クラブ活動のどちらか一方からの出場のみ認められ

る。（地域クラブ活動で大会に出場した場合、中学校の部活動からの出場は認められない。その

逆も同様である。） 

 （３）大会に参加できるのは、京都府内で適切に指導が行われ、京都府中体連に申請を行い、登録を

認められた団体（チーム）である。 
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３ 地域クラブ活動から大会に参加する生徒の把握について 

   地域クラブ活動から大会に参加する生徒を把握し中学校の部活動、地域クラブ活動の両方から、

京都府総体へ出場することがないようにする。 

 

《添付書類》 

①「令和６年度京都府中学校総合体育大会への地域クラブ活動の参加資格の特例について」 

②令和６年度地域クラブ活動の京都府中学校総合体育大会への参加について 【Ｑ＆Ａ】 

③京都府中体連加盟中学校顧問向けリーフレット 

 

担 当 事 務 局 長（浅野） 

TEL:075-414-5862  FAX:075-414-5863                    

E-mail:chutairen@kyoto-be.ne.jp                  
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令和６年２月 日 

 

Q１ 京都府中体連に登録するためにはどうすればいいですか。 
A１ 京都府中学校体育連盟のホームページより、様式をダウンロードし、必要項目を記入していただ

き、登録期間内に京都府中体連事務局まで送付してください。登録にはいくつかの条件がありま

すので、御注意ください。 

  【提出書類】 

①（様式 1）京都府中学校体育連盟登録申請書《チーム登録》 

②（様式２）京都府中学校体育連盟登録申請書《メンバー登録》 

③（別紙）令和６年度地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）登録チェックリスト 

④（公財）京都府スポーツ協会加盟・登録団体 登録証・認定証のコピー 

⑤（公財）日本スポーツ協会（加盟団体）公認指導者資格 登録証・認定証のコピー 

             ※上記①～⑤のすべての書類を京都府中体連事務局へ送付してください。 

 

Q２ 地域クラブ活動が京都府中体連に登録するためにはどのような条件がありますか。 
A２ ①京都府内の中学校に在籍する中学生を含む団体である。 

②『学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン』（令和 4

年 12 月スポーツ庁・文化庁発出）を遵守している。 

③教育活動の一環と捉え、勝利至上主義のチーム編成・活動を行っていない。 

④日常継続的な代表者を置き、指導資格を有する指導者のもと、京都府内で適切に指導が行われ

ている。 

⑤当該競技を管轄する中央競技団体もしくは（公財）京都府スポーツ協会の加盟団体に登録され

ていること。（令和６年３月31日時点で登録済みであること） 

⑥万一の事故発生に備え、傷害保険等に加入するなどして、万全の事故対策を立てている。 

※上記のすべてを満たしていることが条件となります。 

※なお、令和６年度は、バスケットボール、剣道（団体）、卓球（団体）については、「地域移行

モデル地区や、自治体主体で地域移行を進めるために発足した地域クラブ活動」、「地域移行の

受け皿となっている地域クラブ活動」が参加条件となっています。 

※「地域移行モデル地区や、自治体主体で地域移行を進めるために発足した地域クラブ活動」、

「地域移行の受け皿となっている地域クラブ活動」については、令和６年３月 31 日以降の登

録も認めるが、競技団体の予選会等までに登録済みであること。 

 

 

 

令和６年度地域クラブ活動の京都府中学校総合体育大会への参

加について 【Ｑ＆Ａ】 
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Q３ どのような中学生が登録できますか。 
A３ 京都府内の中学校に在籍している中学生 

   ※京都府内で活動する地域クラブ活動であっても、他府県の中学校に在籍する中学生の登録はで

きません。 

     

Q４ 指導者に条件はありますか。 
A４ ①20 歳以上であること。 

  ②暴力・体罰・セクハラ等の防止に遵守している。 

③（公財）日本スポーツ協会（加盟団体）公認の指導者資格を有する。（令和６年度取得見込み） 

④大会運営に関する業務（役員・審判等）への協力が可能である。 

※上記のすべてを満たしていることが条件となります。 

 

Q５ 登録費はかかりますか。 
A５  令和６年度については、登録費については、不要です。しかし、令和７年度以降、登録の条件

等の変更によっては、徴収する場合がございます。御了承ください。 

 

Q６ 『学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライ

ン』は、どこで確認できますか。 
A６  スポーツ庁のホームページに掲載してあります。部活動についての活動時間や休養日、保険の

加入等について記載されています。言わば、学校部活動のマニュアルとなるものです。このガイ

ドラインを遵守していないチームの参加はできません。 

 

Q７ 学校の部活動と地域クラブ活動の両方から大会へは出場できますか。 
A７  できません。「地域スポーツ団体等で大会に参加する場合、同一大会内では、在籍中学校での

大会参加は認めない。その逆も同様である。」（参加資格の特例に記載）となりますので、御注意

ください。 

  ※地区・ブロック大会において、部員数不足により、単独でチーム編成が出来ない中学校が複数校

合同チーム等の措置を講じられない状況にある場合は、地区・ブロック中体連で検討の上、選手

に対して、学校部活動と地域クラブ活動の二重登録を認める場合もある。京都府総体ではいかな

る場合も認めない。 

 

Q８ 京都府中学校総合体育大会に出場する際の注意点はありますか。 
A８     ①京都府中体連専門部の大会運営に関する業務（役員・審判等）への協力が可能であること。 

②ベンチに入る指導者には資格を有するものが含まれること。 

※上記のすべてを満たしていることが条件となります。 
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Q９ 地域クラブ活動が京都府中学校総合体育大会へは何チーム出場できますか。 
A９   現在、京都府中学校総合体育大会は京都市、山城、口丹波、中丹、丹後の 5 ブロックの代表

チームの代表校が出場できます。令和６年度については、その 5 ブロックに加え、6 ブロック

目として、地域スポーツ団体等が参加できるようになります。団体種目については、各種目の

地域クラブ活動の代表１チーム、個人種目については、各専門部の設定する代表数が出場でき

るようになります。そのため、代表チームを選出いただいた（公財）京都府スポーツ協会の加

盟競技団体につきましては、令和６年度京都府中学校総合体育大会への出場が可能となります。

御検討ください。 

     なお、中学校の 5 ブロック、開催地枠に関しては、現状通りの出場となります。 

 

 

 

※ （公財）日本中学校体育連盟、近畿中学校体育連盟の競技部細則等を参考にしていますが、相違点

に関しては、『令和６年度京都府中学校総合体育大会への地域クラブ活動の参加資格の特例』や登録

申請における（別紙）令和６年度地域クラブ活動登録チェックリストを優先します。御了承くださ

い。 

 

※  この特例は、今後も検討を続けていくため、令和７年度については、現行の規定を変更すること

もあります。御了承ください。 
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 令和６年２月 

京都府中学校体育連盟 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各競技団体・地域クラブ活動代表者 様 

令和５年度より全国中学校体育大会と近畿中学校総合体育大会に地域クラブ活動が参加できるように

なりました。これに準じて、京都府中学校総合体育大会においても地域クラブ活動が参加できるように

なりました。 

◆学校の部活動のみに所属している生徒  

→ 今までと変更はありません。 

◆地域クラブ活動のみに所属している生徒  

→ 大会参加には、所属している団体が京都府中体連に登録している必要があります。 

◆学校の部活動と地域クラブ活動の両方に所属している生徒  

→ 大会への参加は、学校の部活動または、地域クラブ活動のどちらか１つから参加できます。  

※どちらから参加するのかを決める必要があります。 

→ どちらから大会に参加するのかを学校の先生や地域クラブ活動の監督は把握しておいてください。 

【注意点】 

■大会に参加を希望する地域クラブ活動は、京都府中学校体育連盟に申請し、登録をしている必要があります。（登

録にはいくつかの条件があります。）所属している団体の責任者の方は、『令和６年度京都府中学校総合体育大会

への地域クラブ活動の参加資格の特例』や登録申請における（別紙）令和６年度地域クラブ活動登録チェックリス

トを御確認ください。 

※なお、令和６年度は、バスケットボール、剣道（団体）、卓球（団体）については、「地域移行モデル地区や、自治体

主体で地域移行を進めるために発足した地域クラブ活動」、「地域移行の受け皿となっている地域クラブ活動」が

参加条件となっています。 

【京都府中学校体育連盟に登録するための主な条件】 

①京都府内の中学校に在籍する中学生である。 

※他府県の中学校に在籍している中学生は出場できません。 

②京都府内で適切に指導が行われている地域クラブ活動である。 

③（公財）日本スポーツ協会（加盟団体）公認の指導者資格（令和６年度取得見込み）を有する20歳以上の指導者がい

る。 

④「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン」、暴力・体罰・セクハラ等の防止

に遵守して活動している団体である。 

※その他にも条件はあります。詳細は京都府中体連のホームページに掲載している「令和６年度京都府中学校総合体育大

会への地域クラブ活動の参加資格の特例について」、登録申請についての「（別紙）令和６年度地域クラブ活動登録チェッ

クリスト」で御確認ください。 
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【京都府中学校総合体育大会までの流れ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ （公財）日本中学校体育連盟、近畿中学校体育連盟の競技部細則等を参考にしていますが、相違点に関して

は、『令和６年度京都府中学校体育連盟主催大会への地域クラブ活動の参加資格の特例』や登録申請における

（別紙）令和６年度地域クラブ活動登録チェックリストを優先します。 

※  この特例は、今後も検討を続けていくため、令和７年度については、現行の規定を変更することもありま

す。 

《登録までの流れ》 

～Ｒ６年３月 31 日まで 
当該競技を管轄する中央競技団体もしくは（公財）京都府スポーツ協会の加盟団体

に登録済みである。 

Ｒ６年４月１日～23 日 京都府中体連に登録 （様式の提出、認定証写しの提出） 

Ｒ６年度中 
（公財）日本スポーツ協会（加盟団体）公認の指導資格取得 

※登録申請時は見込みで構わない。 
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動を行う。 

団体の責任者による登録。

登録にはいくつかの条件を

満たす必要があります。 

予選会（選考大会）を勝ち進む等、中央競技団

体もしくは（公財）京都府スポーツ協会の加盟

団体から認められたチーム 

学校の部活動と地域クラ

ブ活動の両方から大会

への出場はできません。 
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 令和６年２月 

京都府中学校体育連盟 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都府中体連加盟中学校 顧問の先生方 

令和５年度より全国中学校体育大会と近畿中学校総合体育大会に地域クラブ活動が参加できるように

なりました。これに準じて、京都府中学校総合体育大会においても地域スポーツ団体等が参加できるよ

うになりました。 

◆学校の部活動のみに所属している生徒  

→ 今までと変更はありません。 

◆地域クラブ活動のみに所属している生徒  

→ 大会参加には、所属している団体が京都府中体連に登録している必要があります。 

◆学校の部活動と地域クラブ活動の両方に所属している生徒  

→ 大会への参加は、学校の部活動または、地域クラブ活動のどちらか１つから参加できます。  

※どちらから参加するのかを決める必要があります。 

→ どちらから大会に参加するのかを把握しておいてください。 

【注意点】 

■京都府総体への地域クラブ活動の出場については、各種競技団体が決定する。枠数については、以

下のとおりとなる。 団体種目：１枠  個人種目：専門部の設定した枠数 

なお、各ブロック中体連の出場枠（開催地枠を含む）は現状通りとする。 

■全ての競技で地域スポーツ団体等が参加できるとは、限りません。参加の条件等も競技ごとに異な

ります。ご不明な点は、各地区中体連または、京都府中体連事務局にお尋ねください。 

【京都府中学校体育連盟に登録するための主な条件】 

①京都府内の中学校に在籍する中学生である。 

※他府県の中学校に在籍している中学生は出場できません。 

②京都府内で適切に指導が行われている地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）である。 

③（公財）日本スポーツ協会（加盟団体）公認の指導者資格（令和６年度取得見込み）を有する20歳以上の指導者がい

る。 

④「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン」、暴力・体罰・セクハラ等の防止

に遵守して活動している団体である。 

※その他にも条件はあります。詳細は京都府中体連のホームページに掲載している「令和６年度京都府中学校総合体育大

会への地域クラブ活動の参加資格の特例について」、登録申請についての「（別紙）令和６年度地域クラブ活動登録チェッ

クリスト」で御確認ください。 
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【京都府中学校総合体育大会までの流れ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ （公財）日本中学校体育連盟、近畿中学校体育連盟の競技部細則等を参考にしていますが、相違点に関

しては、『令和６年度京都府中学校総合体育大会への地域クラブ活動の参加資格の特例』や登録申請にお

ける（別紙）令和６年度地域クラブ活動登録チェックリストを優先します。 

 

※  この特例は、今後も検討を続けていくため、令和７年度については、現行の規定を変更することもあ

ります。 
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録
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請 

地
域
ク
ラ
ブ
活
動
代
表
チ
ー
ム 

決
定
［
予
選
会
・
推
薦
等
］ 

京
都
府
中
学
校
総
合
体
育
大
会 

各ブロックの 

出場枠数が参加 

団体種目：1 枠 

個人種目：各専門部の

定めた枠数 

部
活
動
に
入
部 

「学校部活動及び

新たな地域クラブ

活動の在り方等に

関する総合的なガ

イドライン」等を遵

守し、日常的に活

動を行う。 

団体の責任者による登

録。登録にはいくつか

の条件を満たす必要が

あります。 

予選会（選考大会）を勝ち進む等、中央競技団

体もしくは（公財）京都府スポーツ協会の加盟

団体から認められたチーム 

学校の部活動と地域クラ

ブ活動の両方から大会へ

の出場はできません。 
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（様式１）

競技（種目）

設立年月日 加盟年月日

電話

携帯電話

E-mail

電話

携帯電話

E-mail

保有公認指導者資格

保有公認指導者資格

保有公認指導者資格

所属競技

団体名

(　　新規　　・　　更新　　)

団体名

男子　　女子

（ふりがな）

活動内容

(活動曜日、時間

内容等記載)

指導者名

令和６年度　京都府中学校体育連盟　登録申請書《チーム登録》

指導者名

指導者名

(　　　　　)　　　　ー

(　　　　　)　　　　ー

代表者

連絡先

住所

主な活動場所 〒　　

代表者名

住所

その他活動場所

住所
〒　　

（ふりがな）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（ふりがな）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（ふりがな）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

年　　　月　　　日 　年　　月　　日

事務担当者名
（ふりがな） 団体内役職

印

〒　　

（ふりがな） 団体（チーム）内役職
印

事務担当者

連絡先

住所
〒　　

(　　　　　)　　　　ー

(　　　　　)　　　　ー
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No. 学年 備考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

競技団体名【　　　　　　　　　　　　　　　】

(ふりがな)

選手名

（様式２）

在籍中学校

　令和６年度　京都府中学校体育連盟　登録申請書《メンバー登録》
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（別紙）

　地域クラブ活動は京都府中学校体育連盟への登録申請前に以下のチェックリストを
確認の上、申請用紙を提出すること。また、登録後についても以下のチェックリスト
の遵守を徹底すること。

□
京都府内の中学校に在籍する生徒を含む団体である。
（大会参加については、京都府内の中学校に在籍している生徒のみとする。）

□
『学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン』
（令和４年12月スポーツ庁・文化庁発出）の「Ⅱ新たな地域クラブ活動」を遵守して
いる。

□ 教育活動の一環と捉え、勝利至上主義のチーム編成・活動を行っていない。

□
日常継続的な代表者を置き、指導資格を有する指導者のもと、京都府内で適切に指導
が行われている。

□
当該競技を管轄する中央競技団体もしくは（公財）京都府スポーツ協会の加盟団体に
登録されていること。（令和６年３月31日時点で登録済みであること）

□
万一の事故発生に備え、傷害保険等に加入するなどして、万全の事故対策を立ててい
る。

□ 20歳以上の者であり、日常継続的に指導に当たっている。

□ 暴力・体罰・セクハラ等の防止に遵守している。

□
（公財）日本スポーツ協会（加盟団体）公認の指導資格を有する。（令和６年度取得
見込み）　　※詳細については、各専門部細則を参照

□ 大会運営に関する業務（役員・審判等）への協力が可能である。

□ 上記の回答に虚偽はない。

　　　　　　　　 【団 体 名：　　　　　　　　　】

　　　　　　　   【代表者名：　　　　　　　　　】

令和６年度　地域クラブ活動登録チェックリスト
京都府中学校体育連盟

地域スポーツ団体等の登録条件

地域スポーツ団体等の指導者（代表者）の条件

　以上の内容等に虚偽があった場合は、大会参加資格を取り消す。大会参加後であれば、大
会結果を取り消すこととする。また、以後の大会参加を認めない。
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（様式１）

競技（種目）

設立年月日 加盟年月日

電話

携帯電話

E-mail

電話

携帯電話

E-mail

保有公認指導者資格

保有公認指導者資格

保有公認指導者資格

活動内容

(活動曜日、時間

内容等記載)

指導者名
（ふりがな）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

指導者名
（ふりがな）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

指導者名
（ふりがな）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

主な活動場所
住所

〒　　

その他活動場所
住所

〒　　

事務担当者

連絡先

住所
〒　　

(　　　　　)　　　　ー

(　　　　　)　　　　ー

事務担当者名
（ふりがな）

印
団体内役職

庶務

代表者

連絡先

住所
〒　　

(　　　　　)　　　　ー

(　　　　　)　　　　ー

▲年　　◆月　　●日 　■年　●月　▲日

代表者名
（ふりがな）

印
団体（チーム）内役職

京都　　太郎 会　長

令和６年度　京都府中学校体育連盟　登録申請書
(　　新規　　・　　更新　　)

軟式野球 男子　　女子

団体名
（ふりがな） 所属競技

団体名

★★★連盟（協会）

〇〇市スポーツ少年団等〇〇〇

記入例

代表者と同一の場合は、

「代表者に同じ」と記

載する。

項目内容がガイドラインを遵守できていること。

令和６年３月31日

以前であること
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(様式１について)

・代表者と事務担当者、指導者を兼ねることは可。

・電話番号は、日中連絡の取れる番号を記入する。

・役員および審判は代表者および指導者、事務担当者と兼ねることは可。

・拠点がいくつかある場合、主たる活動場所を記入する。

・公認指導者資格は(公財)日本スポーツ協会（加盟団体）公認資格を記載する。

・活動内容には、活動曜日、時間、内容を記入する。

・男女は、出場するほうに〇をつける。

(様式２について)

・在籍学校名は正確な名称を記載する。（〇〇市立△△中学校）

・複数枚にわたる場合はコピーして「様式２－○」とする。

・備考欄に部長やキャプテン等を記載する。

(全体)

・公認指導者資格については、登録証・認定証のコピーを提出する。

・登録は毎年度、府中体連が指定した期間内に提出する。

・登録内容については、京都府中体連理事会、専門部で共有することを承諾する。

（記入上の注意）

・（公財）京都府スポーツ協会加盟・登録団体については、登録証・認定証のコピーを提出する。
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